
金
滞
古
蹟
志
巻
七

一
に
古
此
の
制
あ
る
べ
し
と
い
へ
り
。
積

ν
稲
作
v
披
と
あ
れ
ば
、
一
時
の

防
禦
注
り
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
今
越
中
園
射
水
郡
に
稲
積
と
い
ふ

村
落
ニ
邑
あ
り
。
是
等
も
上
代
稲
城
の
遺
織
な
ら
ん
か
と
い
ふ
稔
も

あ
れ
E
鮮
か
危
ら
宇
。
叉
後
漢
書
東
夷
停
に
、
倭
在
=
輪
一
東
南
大
海
中
↓

依
=
山
嶋
-
震
v
居
云
々
。
有
=
披
柵
屋
室
-
一
疋
々
。
披
柵
皆
持
v
兵
守
街
.
法

俗
般
峻
也
。
と
見
b
.
唐
舎
に
は
園
無
a
城
郭
ニ
伊
木
第
a
柵
…
落
刊
と
あ

り
。
日
本
書
紀
活
設
に
、
柵
奥
v
城
同
訓
。
園
史
多
賀
柵
・
登
碑
作
=
多

賀
城
吋
小
勝
柵
倭
名
紗
作
品
雄
勝
城
吋
一
琵
古
逼
a
橋
之
吋
と
い
へ
り
。
今

按
守
る
に
.
日
本
紀
孝
徳
天
皇
大
化
三
年
の
僚
に
.
是
歳
浩
司
滞
足

栴
-
置
=
柵
戸
↓
ま
た
四
年
の
僚
に
、
是
歳
治
=
磐
舟
栂
-
以
備
品
蝦
夷
吋
一
遂

事
越
輿
昌
信
浪
-
之
民
h

始
置
=
柵
戸
プ
続
日
本
紀
に
、
文
武
天
皇
二
年

十
二
月
令
匙
後
園
修
=
理
石
船
調
四
年
二
月
令
弘
越
後
佐
渡
二
園
修
品

管
石
般
相
吋
た
ど
見
ね
た
る
停
足
栂
は
‘
和
名
紗
に
越
後
園
沼
垂
郡

沼
垂
郷
と
見
h
.
般
有
舟
栂
は
同
闘
磐
結
郡
と
あ
り
。
今
繍
原
郡
新
潟

の
東
河
向
に
沼
垂
村
あ
り
。
又
磐
般
郡
村
上
の
近
溢
怠
る
海
越
に
岩

舟
村
お
り
。
此
の
雨
地
印
ち
上
代
栂
あ
り
し
遺
蹟
な
る
よ
し
、
越
後

名
寄
に
.
い
へ
り
。
明
和
年
中
に
大
和
国
葛
下
郡
穴
畠
山
よ
り
出
で
た

る
戚
奈
大
村
墓
誌
に
、
卿
露
大
村

4

箆
雲
三
年
十
一
月
十
六
日
命
v
卿

へ
あ
が
り
、
御
見
物
被
v
成
け
り
。
故
に
町
方
よ
り
思
ひ
/
¥
に
出
、

中
町
組
・
新
町
組
な
ど

hτ
目
ざ
ま
し
き
出
立
に

τ.
紳
明
へ
懸
け

て
御
按
へ
出
一
宮
々
。
と
い
ふ
事
見
ね
た
り
。
中
町
・
新
町
は
城
外
の
町

地
た
が
ら
、
大
手
口
の
本
町
怠
る
故
た
る
ぺ
し
。
叉
寛
永
十
二
年
五
月

九
日
河
原
町
の
後
よ
り
出
火
し
、
堤
町
・
尾
張
町
・
新
町
・
中
町
・
寺
町

等
悉
〈
焼
失
す
。
共
の
時
町
中
を
ば
惣
構
の
外
へ
屋
敷
が
へ
仰
付
け

ら
れ
、
町
割
調
ふ
。
と
あ
り
。
平
野
屋
宇
助
家
記
に
、
利
家
卿
御
入
部

の
問
、
御
披
尾
坂
の
下
中
町
に
居
宅
地
拝
領
仰
付
.
居
住
仕
来
属
、

寛
永
十
三
年
町
替
の
節
.
町
剖
の
給
国
葬
見
被
旦
仰
付
-
替
地
被
v
下。

と
見
b
.
片
岡
孫
兵
衛
僻
記
に
も
、
天
正
十
一
年
尾
坂
下
に
而
居
屋

敷
拝
領
仕
居
住
設
し
来
鹿
、
寛
永
十
三
年
火
事
後
町
制
被
=
仰
付
-
替

地
奉
v
願
鹿
.
高
岡
鹿
安
を
以
て
町
割
の
鎗
闘
拝
見
被
a
仰
付
一
撃
の
地

可
v
被
v
下
旨
弛
郡
山
仰
出
一
堤
町
民
て
屋
敷
地
被
v
下
v
之
と
あ
り
。
叉
金
津

組
大
工
肝
煎
六
助
貞
享
二
年
由
来
替
に
‘
天
正
+
二
年
御
帳
面
大
工

盲
人
除
、
御
判
紙
を
以
、
屋
敷
拝
領
被
昌
仰
付
一
今
町
・
中
町
・
修
理
谷

坂
建
議
之
内
に
て
被
ν
下
。
則
共
所
を
大
工
町
与
相
唱
候
脂
、
寛
永
八

年
閥
月
金
津
大
火
の
時
分
類
焼
設
し
、
周
年
方
拝
領
屋
敷
所
替
被
ι
仰

付
吋
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
八
年
四
月
の
火
災
は
.
犀
川
法
締
寺
門
前

金
揮
官
服
志
巻
七

四
八

険
動
一
後
城
司
二
宮
ぺ
以
a
慶
窓
凶
年
歳
在
丁
未
聞
月
廿
四
日
疲
疾
-
鯵
a

於
越
披
吋
と
あ
る
越
後
按
司
は
‘
邸
ち
前
瀬
な
る
沼
垂
・
鰐
般
雨
栂
の

中
た
る
柵
携
の
披
司
た
る
べ
し
。
寧
防
令
K
.
凡
鰍
a
束
越
北
緯
西
縫
-

緒
郡
入
居

e

皆
於
=
披
鐙
内
-
安
置
云

ht
共
披
盤
崩
類
者

d

役
昌
嘗
鹿
居

戸
-
随
v
閑
修
理
。
と
あ
る
東
遊
・
北
越
は
陸
奥

-mm・
越
後
の
三
固
に

て
.
此
の
地
越
は
そ
の
か
み
蝦
夷
人
の
巣
窟
た
る
ゆ
ゑ
・
国
司
・
披
詞

を
は
じ
め
、
民
人
ま
で
も
常
に
栂
披
の
内
に
住
居
せ
し
め
ら
れ
、
柵

挽
若
し
筋
鎖
せ
ば
‘
そ
の
地
の
居
民
を
役
夫
と
た
し
修
理
せ
よ
と
の

規
則
た
り
。
是
上
代
闘
役
と
し
て
園
民
を
出
し
、
城
郭
を
普
請
せ
し

め
ら
れ
し
趣
を
知
る
べ
き
徴
鐙
と
す
ぺ
し
。
ま
た
上
代
は
さ
ら
た

り
、
源
干
の
合
職
の
頃
ほ
ひ
ま
で
も
‘
城
郭
は
舘
治
な
り
し
か
ど
‘

足
利
幕
府
の
季
世
よ
り
迫
々
堅
固
と
成
り
.
天
正
の
頃
よ
り
殊
に
茜

し
く
、
石
積
を
以
て
城
郭
の
諸
曲
輸
を
築
き
上
ぐ
る
や
う
に
成
句
、

携
帯
諦
肱
石
垣
を
第
一
と
す
る
事
と
成
り
た
り
と
ぞ
。

町

此
の
町
は
、
大
手
先
小
坂
下
の
竪
町
に
て
、
貨
に
按
中
よ
り
出
づ
る

本
通
り
た
り
。
故
に
中
町
と
稀
し
た
る
か
。
町
名
の
起
原
は
鮮
た
ら

宇
。
三
霊
紀
に
、
元
和
七
年
の
夏
の
始
よ
り
‘
御
伊
勢
胞
と
て
御
誠

0 
中

よ
り
の
出
火
に

τ‘
滋
野
川
金
屋
町
ま
で
延
焼
す
。
十
二
年
五
月
の

火
災
と
は
異
友
り
。
三
州
志
K
.
八
年
辛
未
の
関
線
一
作
品
七
年
一
十

二
年
乙
亥
の
問
総
一
作
品
十
三
年
-
と
あ
り
。
機
野
茂
枚
目
く
、
十
二
年

五
月
火
災
あ
り
て
、
翌
十
三
年
町
割
被
v
命
た
る
如
く
見
ゆ
れ
ば
、
共

の
賞
町
割
と
火
災
と
年
限
呉
た
る
を
、
同
年
の
如
く
心
得
け
る
故
、

火
災
を
も
十
三
年
と
記
載
せ
し
も
の
怠
る
・
ぺ
し
と
。

。
小
坂
村
遺
跡
蹟

此
の
村
落
は
、
往
古
は
今
い
ふ
城
外
小
坂
下
に
あ
り
て
、
此
の
村
邑

あ
り
し
故
に
、
小
坂
口
と
も
呼
ぺ
り
。
共
の
村
落
の
遺
蹟
は
、
中
町
・

尾
張
町
の
地
溢
左
h
y

し
と
一
宮
ひ
停
へ
た
り
。
さ
れ
ば
訟
も
ふ
に
河
北

門
外
尾
坂
門
よ
り
中
町
通
は
、
今
に
至
り
坂
路
に
て
、
卸
ち
小
坂
た

り
。
故
に
小
坂
村
の
邑
名
を
負
へ
る
た
ら
ん
か
。
尾
坂
門
も
或
は
小

坂
門
と
も
書
け
り
。
是
則
ち
小
坂
口
の
門
に
て
‘
小
坂
に
建
て
た
る

城
門
な
る
が
故
に
名
付
た
る
も
の
た
る
ぺ
し
。
さ
て
小
坂
村
は
金
津

の
府
下
庚
が
り
し
時
温
ひ
出
さ
れ
.
今
大
樋
口
怠
る
小
坂
村
の
地
へ

移
蹄
せ
し
よ
し
一
言
ひ
僻
へ
た
り
。
但
し
共
の
年
暦
は
奮
紀
に
所
見
た

し。
。
坂

底

四
丸




